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１．研究計画の概要 
本研究では、製紙用化学パルプの酸素漂白

過程で重大な問題となる多糖類の分解を抑
制し、脱リグニンを飛躍的に向上させる技術
の開発に貢献するため、上記漂白過程におけ
る多糖類とリグニンの化学反応について、モ
デル化合物を用いて、単量体分子レベルで詳
しく解明することを目的とする。 
 多糖類の分解は、リグニンのフェノール性
部位と酸素との反応で二次的に生成する活
性酸素種によって引き起こされるが、本研究
では、この活性酸素種(AOS)が、多糖類のど
の部分構造と優先的に反応するかについて、
定量的に解析するため、糖モデル化合物とし
てメチルβ-D-グルコシド(MGP)を用い、研究
を進めている。 
 
２．研究の進捗状況 
 まず、MGP と、各炭素における立体配置が
MGP と異なるメチルα-D-グルコシドまたは
メチルβ-D-マンノシドを、酸素と反応して
AOSを生成するフェノール性化合物 2,4,6-ト
リメチルフェノール(TMPh)または 3,4-ジメ
トキシベンジルアルコール(VA)と共に酸素
アルカリ処理した。その結果、アノマー位お
よび C-2 位における立体配置の相違が、AOS
との反応に大きく影響を及ぼすことが確認
された。 
次に、MGP と、アノマー水素または C-2 位

水素が重水素化された MGP を、上記フェノー
ル性化合物と共に酸素アルカリ処理した。そ
の結果、TMPh と共に処理した場合に明瞭な速
度論的同位体効果が観測され、TMPh から生成
する AOS が MGP のアノマー水素および C-2 位
水素を引き抜くことが確認された。一方、VA
から生成する AOS では、上記の水素引き抜き

反応が確認されなかった。また、MGP と上記
重水素化 MGP をアルカリ性過酸化水素処理し
て、この系で生成する唯一の AOS であるオキ
シルアニオンラジカルのアノマー水素およ
び C-2 位水素の引き抜きについて調べたとこ
ろ、これらの反応は確認されなかった。 

これまでの結果から、VA から生成する AOS
およびオキシルアニオンラジカルが、上記反
応において対象となる水素を引き抜いても、
速度論的同位体効果が観測されない可能性、
そして、TMPh から生成する AOS のみに、同位
体効果を発現するものが含まれる可能性を
検討するため、MGP と、全ての水素が重水素
化された MGP を TMPh または VAと共に酸素ア
ルカリ処理した。その結果、どちらも場合で
も同程度の速度論的同位体効果が観測され
た。 

以上の結果から、AOS の生成源が異なると、
MGP の異なる部位を攻撃し易いものが生成し
ている可能性が考えらる。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
理由：重水素化モデル化合物の合成に予定よ
りも少し長い期間を要したが、これまでに得
た研究成果は、量および質として、それぞれ
当初の予定通りおよび予定以上であるため。 
得られた成果を雑誌論文にする時間が限ら
れていたため、今後これにも力を入れていく。 
 
４．今後の研究の推進方策 
さらに別の位置における水素引き抜き反応
について、同様に検討すると共に、AOS 生成
源の影響についても、詳しく検討していく予
定である。 
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